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仕事に活かせる！
即効 生物多様性情報ツール

国立科学博物館 動物研究部

JBIFワーキンググループ

神保 宇嗣

自己紹介

• 神保宇嗣（じんぼ・うつぎ）

• 科博で昆虫、とくに蛾の研究をしています

• データベースやデータをいじったりもして
います

• 専門分野：2足のわらじ

– 昆虫、とくに小型蛾類の分類学

– 生物多様性情報学

情報の収集から活用まで

標本資料・観察情報の収集

各自が入力した情報をまとめる

データを業務や研究で活用

資料の情報を入力・集積

収集

電子化

共有

活用

アトキハマキ Archips audax Razowski
吹上御苑, 31. VIII. 2000, 1♂; 3. VI. 
2004, 2♂3♀; 25. V. 2005, 1♂. em. 
12. IV. 2001, 1♂, em. 11. V. 2002, 
1♀, ex Camellia sinensis チャノキ. 

マツアトキハマキ Archips oporana 
(Linnaeus)
吹上御苑, 3. VI. 2004, 1♂. 上道灌濠, 
31. VIII. 2000, 1♂.

エクセル表

まずは「電子化」

• 表形式にする

• 項目や形式を統一する

エクセル

データベース

ワード

報告書

台帳

電子化
データ

電子化
データ

電子化
データ

電子化
データ

電子化
データ

共通
フォーマット

次は？
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情報の収集から活用まで

標本資料・観察情報の収集

各自が入力した情報をまとめる

データを業務や研究で活用

資料の情報を入力・集積

収集

電子化

共有

活用

参加館

参加館

S‐Net

何が出来るようになったか？

• 多くの館の収蔵標本の情報を
まとめて検索できるようになった

• 多くの館の収蔵標本の情報を
加工して再利用できるようになった

エクセルなどで読み込める形で
「ダウンロード」

どう使えるのか？

そこで…

• データ活用方法のヒントを紹介します

1. 簡単なデータ集計
（ピボットテーブル）

2. 種名クリーニング・チェックリスト作成
（エクセル関数＋種名目録＋マクロ）

3. お手軽分布図作成
（Google map, CartoDB）

データ加工の道具箱

• エクセル
– 入力・データクリーニング

• テキストエディタ
– 少しややこしいデータクリーニング

• データベース（ファイルメーカー）
– 保存用

• スクリプト言語（プログラム言語）
– 機械的な作業の自動化

– Ruby, awk 等

• Open Refine
– データクリーニング専用ソフト



2014/6/16

3

1. 簡単なデータ集計

• 北海道のアゲハチョウ類の標本情報

1. どの地域の情報が多いだろうか？

2. どの館の情報が多いだろうか？

• エクセルの「ピボットテーブル」を利用

情報発信のあり方・コレクション整備を考える
種・地域の保全を考える

「詳細ページ」に行き、
科名「アゲハチョウ」都道府県名「北海道」で検索

画面下の「Download」ボタンをクリックすると
ファイルがダウンロードされる ダウンロードしたファイルを読み込み

集計のために「ピボットテーブル」を作成

行を「和名」、列を「博物館名」、値を「データの個数：和名」にすると、各種の博物
館ごとの個体数が集計される

表記揺れが目立つ
・亜種ありなし
・ウスバキチョウとキイロウスバアゲハ
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2. お手軽チェックリスト

• データを収蔵品目録の印刷物の原稿の
ように整形する

アトキハマキ Archips audax Razowski
吹上御苑, 31. VIII. 2000, 1♂; 3. VI. 
2004, 2♂3♀; 25. V. 2005, 1♂. em. 
12. IV. 2001, 1♂, em. 11. V. 2002, 
1♀, ex Camellia sinensis チャノキ. 

マツアトキハマキ Archips oporana 
(Linnaeus)
吹上御苑, 3. VI. 2004, 1♂. 上道灌濠, 
31. VIII. 2000, 1♂.

どうやって実現する？

• 和名や学名は館によってバラバラ

• そもそも何を使えば加工できるのか？

• 標準となる種名目録が必要
– 「和名」を目印に標準の目録で統一

• エクセルの「マクロ」（自動実行機能）を使って
ワード文書に変換する機能を作れる

MakeList
ファウナ調査リスト作成支援マクロ

• エクセルで作成 (Excel VBA)

• 学名付加・並び替え・ワードで出力

つくってみたもの

• 日本産蛾類総目録 2版
– 数年ぶりのメジャーアップ

– 修正箇所2000箇所程度

– 現在ベータ版

• S-Netから目録を作る
マクロ
– 昨日作りました

データの検索とダウンロード

ハマキガ科のデータを検索しダウンロード

種名データのクリーニング

学名・和名とも表記ゆれがある
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種名データのクリーニング

• オリジナルの和名と標準和名の変換表
– 学名と和名を別シートにコピーし，ソート後重複削除

– 種名ファイルの標準和名と一致しているかどうかを
MATCH関数でチェック

– 一致していないものをフィルタで抽出し手作業で修正

– 和名の変換前・変換後・行数をコピーし重複削除

種名データのクリーニング

• 変換表を使ってオリジナル和名を変換
– ダウンロードしたデータの和名列の右に2列を挿入

（変換した後の和名・並び順）

– 変換表をVLOOKUP関数で検索し、標準的な和名と並び
順のデータを挿入

– 種名並び順・館・標本番号等で並び替え

ワードへの変換

• 作成した機能（アドイン）を使えるようにして、
メニューから実行

お手軽分布図作成

• 緯度経度のついているデータを地図上に表
示する

• サイエンスミュージアムネットの機能
– Google mapを使った簡易地図作成

• 外部のサービスの利用
– CartoDBを使った様々な地図作成

和名が 「タヌキ」と完全一致する
データを検索
結果を「分布表示」
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CartoDB

• 位置情報のデータベースシステム

• 自分のデータを様々な地図に表示・解析できる

• 5テーブル、5MBまで無料（登録必要）

http://cartodb.com/

「ミヤマカラスアゲハ」で検索した結果
をダウンロード

館名＋標本番号・緯度・経度を抽出し
て保存

CartoDBにユーザー登録・ログインして新しいテーブルを作成
先ほど保存したエクセルファイルを読み込み

自動的に緯度経度を認識してエクセル表が登録される

いろいろな地図のオプション

ラベルも見られる

そこで…

• データ活用方法のヒントを紹介します

1. データの集計
（エクセルのピボットテーブル）

2. 種名クリーニング・チェックリスト作成
（エクセル＋種名目録＋マクロ）

3. お手軽分布図作成
（Google map, CartoDB）
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さいごに：「手段」と「目的」

• データをどう加工して使うのか？

• データを何の目的で使うのか？

– 館の収蔵品を把握する

– 今後の収蔵方針を検討する

– 地域の保全に役立てる


